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研究成果の概要（和文）：本研究は、保育の質を観察に基づき定量的に評価することによって、認可保育所であ
っても施設やクラス、年度によって提供されている保育の質が異なることを明らかにした。海外先行研究との比
較により、乳児クラス・幼児クラスともに、保育者と子どものやり取りに関する良質な保育実践が行われている
ことが示唆された。また、就学前後にかけて追跡調査をし縦断的分析をした結果、良質な保育は子どもの就学後
の問題行動の低さと関連していることが示された。

研究成果の概要（英文）：By quantitatively evaluating the quality of childcare based on observations,
 this study revealed that the quality of childcare provided varies by facility, class, and year, 
even among licensed childcare centers. Comparison with previous overseas studies suggested that both
 infant and preschooler classes had high-quality childcare practices regarding caregiver-child 
interactions. A longitudinal analysis of follow-up surveys conducted before and after school 
indicated that the higher the quality of childcare, the lower the level of problematic behavior 
after school.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果は、保育の質が子どもにもたらす影響に関するエビデンスの蓄積に貢献し、保育施設や行政がおこ
なう、保育の質の確保と向上のためのモニタリングや支援につながるものである。また、日本における幼児教
育・保育の質に関する基礎的データを示した本研究の成果は、保育政策や制度、保育に関する文化的環境の異な
る海外先行研究からは得ることのできないものであり、今日の日本における社会経済的状況を踏まえたうえで、
科学的根拠にもとづいた保育政策の実現に寄与するものと言える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 良質な保育環境が、子どもの言語・認知能力、学力だけではなく、社会情動的スキルの発達に
ポジティブな影響をもたらすという知見を踏まえ、今日世界的な潮流として幼児教育の質の重
要性が強調されている。 
 しかし、良質な保育と良好な発達との関係を示した大規模研究は、多くの場合、英米で行われ
たものであった。英米では、幼児期を就学準備期としてとらえ、設定された到達目標に向けて発
達を促進することで、将来の市民への社会的投資を効率的に行うという教育観・教育思想に基づ
いて保育の質が問われる。一方、日本では、英米文化圏とは性質が異なり、歴史的には、幼児の
生活全体を教育の対象とし、幼児が主体的に環境や他者と関わることや、豊かな遊びや生活経験
に大きな価値をおく全人的教育思想に基づいて幼児教育、保育環境が考えられてきた (古賀, 
2017)。「良質な保育」や「望ましい発達の姿」をどのように捉えるかは、社会文化的価値判断に
依存する(秋田・佐川, 2011)。そのため、日本における幼児教育観や法制度、資格制度の下で、保
育の質を問い、子どもの発達との関連が示される必要があった。 
 家庭外における集団保育の経験の効果は、育つ家庭の背景によって異なることを示唆する研
究が海外において報告されている。例えば、貧困家庭や保護者の教育歴が低い家庭に育つ子ども
にとっては、乳幼児期に家庭外で集団保育を受けることが、認知スキルの発達や問題行動の抑制
につながることが明らかにされている(Votruba-Drzal et al., 2004)。しかし、保育の質の高低とリス
ク家庭に育つ子どもの発達との関連を就学移行や学童期にまで広げて検討した研究はほとんど
なかった。 
 
２．研究の目的 
 上記の背景を踏まえ、本研究は、保育の質と子どもの発達について大規模かつ長期縦断研究を
行い、日本の保育制度の中で両者の関係を検証し、日本の子ども達に提供される保育の質の保証
と向上に向けた制度設計への提言につなげることを目指した。具体的には下記の 2 点について
明らかにすることを目的とした。 

(1) 幼児期に経験する保育を含めた環境の質が子どもの適応的な就学につながるプロセスを
解明する。 

(2) 経済的困難などのある家庭に育つ子どもに対する、良質な保育の交互作用的な効果を検
証する。 

 
３．研究の方法 
(1) 首都圏近郊にある A市において下記の調査を実施することを計画していた。しかし、COVID-
19の流行の影響を受け、2020年度以降は保育環境の調査や就学後の調査を当初計画通りに実施
することはできなかった。A市の担当課や調査受け入れ施設と適宜調整、相談をしながら、可能
な範囲でデータ収集をおこなった。 
保育の質評価：A市内の認可保育所にある 3歳児クラスと 5歳児クラス（異年齢保育クラス
を含む）を対象に、保育環境評価スケール第 3版（Early Childhood Environment Rating Scale, 
third edition;  Harms et al.,2015;「新・保育環境評価スケール①＜3歳以上＞; 埋橋訳, 2016）、
1歳児クラスを対象に、保育環境評価スケール乳児版(Infant / Toddler Environment Rating Scale, 
Revised Edition; Harms et al.,2006;「保育環境評価スケール②乳児版［改訳版］」; 埋橋訳, 2009）
を使用し、訓練を受けた調査員 2，3名が保育施設を訪問し、午前 9時～午睡入りまでの時間
帯を評価した。 
子どもの発育評価：KIDS乳幼児発達スケールを使用し、保護者の同意を得て担当保育者がク
ラスの子どもをそれぞれ評価した。 
子どもの問題行動：子どもの強さと困難さ指標(Strength and Difficulties Questionnaire; Goodman, 
1997)を使用し、保護者が就学前・就学後（小学 1年～3年生）に回答した。 
保護者調査：子育てに対する保護者の感情やしつけに関する質問紙調査を実施した。 

 
(2) 関西にある B 市が保有する行政記録情報の一部（生活保護受給状況、就学援助受給状況、3
歳児健診時における「健康診査相談票」の回答・小児科医所見、学力調査等）を手続きを経て入
手した。 
 
４．研究成果 
 紙幅の制約上、本研究で収集した全ての分析結果については掲載できないため、ここでは主た
る成果について 5点にまとめ報告する。 



(1)保育の質のばらつき 
 図 1は、A市にてコロナ禍以前までに収集した ECERS-
3の全体スコアを施設別に示したものである。□で示して
いるものが、各施設のスコアの平均値である。図 1 が示
すように、ECERS-3のスコアは施設によってばらつきが
あることがわかる。 
また、複数クラス・複数年度で実施し、各施設におい
て評価クラスごとのスコアを得ており、そのスコアの最
低値と最高値を左右の●で示している（図 1）。これに示
されているように、同じ施設であっても、評価年度やク
ラスによってスコアがばらついていることがわかる。ま
た、同一施設内のばらつきの程度が施設によって異なっ
ていることもわかる。 
 これらのことから、一つの自治体の中で認可保育所の
保育の質には高低があることがわかる。日本の場合、保
育料は保育の質とは連動していない。保護者にとっては、
同じ保育料を負担していたとしても、通わせている園に
よって子どもが経験する保育の質が違うということがあ
り得るという状況が示されたと言える。 
 
 
(2)海外の保育施設との保育の質比較 
 本研究は、信頼性や妥
当性の検証がされ、様々
な国で使用されている実
績のある保育環境評価ス
ケールを使用して保育の
質を定量的に評価した。
海外と比較可能な観察尺
度を使用することによっ
て、日本の幼児教育・保育
の質の強みと課題を知る
ことができる。 
 海外で実施された先行
研究と比較してみると、
本研究で得たスコアは、
乳児クラス、幼児クラス
ともに、「相互関係」とい
うサブスケールのスコア
が高く、「活動」のサブス
ケールが比較的低いこと
がわかる(図 2、 3)。保育
所保育指針では、保育者
と子どものやり取りや子
ども同士のやり取りは重
視されている観点の一つ
であることを踏まえる
と、認可保育所において
保育指針に沿った保育が
されており、例えばアメ
リカの一般的な保育施設
と比較しても良質な保育
の側面があると言える。
「活動」のサブスケール
のスコアが低かった理由
としては、「質・量ともに
豊かな遊具・教材の整備」が考えられた。 
 
 
(3)保育の質の向上 
 本研究では、ご協力いただいた園に対し、ECERS-3 のスコアや過年度との比較に加え、A 市
他園スコアとの比較が概観できるようなフィードバックシートを送付した。加えて、調査員が自
由記述により記した、クラスの良かった点や改善できる余地のある点についても取りまとめて

 
図 1. ECERS-3全体スコアの施設・
クラスによるばらつき 

 
図 2 海外先行研究との比較 (ITERS-Rに関して) 

注：ポルトガル：Barros & Aguia (2010); UK: Karemaker et al.2012, Melhuish 
& Gardiner 2017; USA: LaParo et al.2014; オランダ: Helmerhorst et al. 2015; 
Norway: Bjørnestad & Os (2018) 

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

7.00

空間と家具 日常のケア 聞くこと話すこと 活動 相互関係 保育の構造

Japan Portugal UK2012 NorthCarolina Netherlands UK2017 Norway

 
図 3 海外先行研究との比較 (ECERS-3に関して) 

注：Early et al (2018)はアメリカの代表性の高いサンプルでのスコア。
Montes et al (2018)は ECERSを園内研修に使用してきた地域の園でのスコ
ア。 



送付をした。これ以外には特別な支援はしなかったが、コロナ禍前までに収集したデータで見た
ところ、全体スコアの上昇が見られることが分かった。サブスケールごとに見てみると、「空間
と家具」や「保育の構造」のサブスケールのスコアは向上しやすい一方、「養護」や「言葉と文
字」といった保育者の言葉かけや関わりとより直接的に関連するサブスケールについては向上
しにくいということが分かった(図 4)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(4)保育の質と子どもの発達との関連 
 本研究が研究対象とした認可保育所の卒園児を小学 1年～3年時まで追跡調査を行い、就学前
後のデータを接続できた児を対象
に、5歳児クラス時に経験した保育
の質と就学後の問題行動（SDQに
より評価）との関連を分析した。そ
の結果、図 5に示すように、5歳児
点でのECERS-3の総合スコアが高
いと就学後のSDQのスコアが低い
という関連が見られた。つまり、良
質な保育を経験した子どもは就学
後に問題行動が少ないということ
が分かる。子どもの性別や家庭の
所得や生年コホートに関連の異質
性は確認できなかったことから、
特定の子どもに特に保育の質と就
学後の問題行動の関連が強く見ら
れるということはなく、どのよう
な子どもにとっても良質な保育は
就学後の問題行動の少なさに関連
するということが示唆された。 
 
 
(5) 就学前に経験した（保育以外の）環境と就学後の学力との関連 
 (1)～(4)までの研究を実施した自治体とは別の自治体 B市が保有する行政記録情報を用いた分
析をおこなった。就学前後の家庭の経済的困難について見てみると、就学前に家庭に経済的困難
があったが就学後にはなかったという児童よりも、就学前から就学後も続けて家庭に経済的困
難があった児童や就学前には経済的困難がなかったが就学後までに経済的困難が発生した児童
の数が多かったことから、ひとたび家庭が経済的困難に陥るとその困難が長く続く傾向にある
ことが示唆された。また、3歳児健診の受診の有無や健診結果から評価した健康・発達上のリス
クとの関連について見てみると、就学前に家庭の経済的困難がない場合よりもある場合に、3歳
児健診時に健康・発達上のリスクが見られたことから、家庭の経済的困難と自身の健康・発達上
のリスクを重複して経験する児童がいることが分かった。3歳児健診が未受診である場合に、家
庭の経済的困難を抱えている確率が高かった。また、就学前に存在した家庭の経済リスク、健康・
発達上のリスク、健診未受診リスクはそれぞれ就学後の学力と負の関連があることが示された。 
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図 4 サブスケールごとのスコアの変化 

 
図 5 ECERS総合スコアと SDQ各サブスケールとの関連 
注：性別、兄妹の有無、母親・父親の就業有無、所得、調査年
ダミー、月齢ダミー、小学校ダミー、児童の変量効果を調整 
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